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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在:細胞質. 細胞膜; 膜周辺タンパク質. ミトコンドリア膜; 膜周辺タンパク質. 核..タンパク質キナーゼ C (PKC) は、カルシウムとセカンドメッセンジャーのジアシルグリセロールによって活性化されるセリンおよびスレオニン特異的タンパク質キナーゼのファミリーです。PKC ファミリーのメンバーは、さまざまなタンパク質標的をリン酸化するため、多様な細胞シグナル伝達経路に関与していることが知られています。PKC ファミリーのメンバーは、腫瘍プロモーターのクラスであるホルボールエステルの主要な受容体としても機能します。PKC ファミリーの各メンバーは、特定の発現プロファイルを持ち、細胞内で異なる役割を果たしていると考えられています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、PKC ファミリーのメンバーの 1 つです。このキナーゼは、細胞接着、細胞形質転換、細胞周期チェックポイント、細胞容積制御など、さまざまな細胞プロセスで役割を果たすことが報告されています。マウスのノックアウト研究では、このキナーゼが心筋細胞における心臓収縮力とCa(2+)処理の基本的な調節因子である可能性が示唆されている。[RefSeq提供、7月2日
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	C2C12全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をPKC α（リン酸化Thr638）ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG（H + L）抗体を用いた。

